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町の人口

5月 1日現 在

世帯数 2. 9 2 3 
男 6.1 6 6 
女 6.3 9 5 

総人口 1 2. 5 61 
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二
年
目
を
迎
え
た
農
業
構
造
改
善
事
業

稲

作

省

力

化

に

期

待

さ

れ

る

イ

ス

セ

ン

タ

ー

施

設

グ

事

写真 "トマンケシ地区白構造改善事業 ミ

• 
-フ

農
業
構
造
改
善
事
業
由
ね

b

い
は
基
盤
整
備
と
栂
誠
化
省
力

義
培
で
あ
り
ま
す
。
最
近
労
幼

力
白
不
足
と
労
賓
の
値
上
り
で

と
〈
に
稲
作
に
於
て
は
改
善
す

る
程
度
の
も
の
で
な
〈
将
来
革

新
が
望
ま
れ
る
わ
け
で
す
。

し
た
が
っ
て
直
播
裁
培
な
ど

も
ム
オ
分
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば

一

な
ら
な
い
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ

暗
害
の
問
題
収
量
白
減
収
等
で

直
ち
に
取
上
げ
る
こ
と
は
出
来

な
い
が
、
品
種
の
選
定
、
施
肥

法
、
除
草
な
ど
白
技
術
を
改
め

て
い
け
ば
将
来
性
は
十
分
考
え

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
将
来
白
稲
作
革
新

を
め
さ
し
て
本
年
度
農
協
に
於

て
ラ
イ
五
セ
ン
タ
ー
を
施
設
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
e

事
業
の
成
果
が
期
待
さ
れ
、

明
臼
の
近
代
的
盛
村
が
着
々
と

築
か
れ
て
い
き
ま
す
。

四
十
年
の
事
業
計
画

ー

ト

マ

ン

ケ

ν
地
区

⑧
区
園
整
理
事
業

一
二
、
-
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル

事
業
資

六

、

八

三

O
千
円

⑨
暗
渠
排
水
事
業

二
回
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

事

業

費

二

、
九
六

O
千
円

⑨
近
代
化
施
設
事
業

ト
ラ
ク
タ
ー
ー一本機

四
回
、
五
馬
力

一
台

附
属
作
業
績

五
ム
ロ

事
業
費

二
、
六

一
二
千
円

⑥
融
資
単
独
事
業

鹿

織

具

格

納

庫

一

械

事
業
費

五
回

O
干
円

⑧
ト
マ
ン
ケ

シ
地
区
車
一
業
計

一
二
、
九
回
二
千
円

2

白

石

地

区

⑨
一
区
画
整
理
事
業

五

O
、
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

事

業

政

一

六

、

0
0
0干
円

⑨
暗
渠
排
水
事
業

三
五
、
五
へ
ク
タ
!
ル

事

業

費

四

、

-
五

O
千
円

⑨
近
代
化
施
設
事
業

ト
ラ
ク
タ
ー
本
機

回
目
、
五
島

力

一

台

附

属

作

業

機

六

台

事
業
賢

二
、
七
九
二
千
円

⑨
融
資
単
独
事
業

蝿

舎

一

棟

事
業
資

六

O
O千
円

⑨
白
石
地
区
事
業
費
計

二
一-一、
五
回
二
千
円

3

宮

島

地

区

一

⑥
暗
渠
排
水
事
業

-P1
2sd
Fお
民
営
恥

二
二
、

O
ヘ
ク
タ
ー
ル

事
業
費

三

、
三
二

O
午
円

⑧
箆
地
造
成
事
主

-
六
、

四
ヘ

ク
タ
ー
ル

郁

揖

賢

二

、

人

一
九
干
円

⑨
草
地
造
成
改
良
事
集

三
一
、
三

ヘ
ク
タ
ー
ル

事

業

費

一

二
、
三
四

O
干
円

@
湿
地
排
水
挺
投
事
業

-
て

五
へ
ク
タ
!
ル

事

業

史

て

八

R
O
千
円

⑥
融
資
単
独
車
業

乳
牛
舎
建
設
外
三
件

事
業
費

て

六

O
五
千
円

⑥
官
民
地
区
事
業
費
計

一
二
、
九
四
四
千
円

4

地
区
在
超
え
る
事
業

⑥
籾
乾
線
開
製
施
設
事
業

川町

註

物

六

五

一

而

一

線

同

乾
焼
装
同

二

五

竹

原
料
タ
ン
ク

ニ
四
基

同

日
産
処
理
能
力
六

O
O
俵

@

年
間
扱
豊
田
数
約
五

O
日

事

業

賢

三

八
、
六
三
七
平
内

※
良
協
単
独
合
体
思
索
と
し
て

倉

庫

六

三

一、

ふ
d
一
誠

事
業
費

}
八
、

O
三
三
千
刊

を
計
也
さ
れ
て
回
り
ま
す
。

⑨
地
区
を
起
え
る
耶
業
賢
官

五
六
、
六
六

ヰ

円

本
年
度
実
施
日町
市
立
費

、

一
O
六、

O
九
芯
干
丙

訓

ム

広
恥
民
ザ

Eff 

l:r-
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都
市
也
シ

ン
ポ
舟
は
-一庁舎、

あ
る
い
は
町
長
広
場
ぜ
あ
り
、

封
建
社
会
に
於
て
は
、
域
が
手

れ
に
抽
同
盟
し
た
白
で
あ
り
ま
す

官
公
庁
活
物
は
、
そ
の
中
で
執

務
す
る

E
員
の
事
務
所
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
特
に
役
場
は
、

一
般
町
長
が
そ
由
利
用
に
畳
も

便
利
且
つ
快
適
な
も
白
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
白
で
あ
り
、

し
か
も
そ
の
町
の
公
共
后
体
の

象
徴
的
な
存
在
と
し
て
の
性
格

を
も
つ
も
由
で
あ
り
ま
す
。

一
宮
企
庁
埠
靭
の
位
躍
の
決
定

時

鶴
市
計
画
土
畳
も
重
要
な

問
題
で
あ
り
、
慎
重
に
そ
の
目

的
と
性
路
か
ら
哩
才
、
渇
さ
れ
た

最
適
の
敷
地
を
遺
定
し
、
そ
こ

E
そ
のい信
市
由
向
わ
ん
と
す
る

方
向
H

を
暗
示
す
る
よ
う
な
す
ぐ

れ
た
建
物
を
注
て
る
べ

き
で
あ

る
と
思
わ
R

ま
ナ
。

ω役
場
新
庁
舎
の
敷
地
決
定
ω

昭和40年 8月16[第82号]

再
開
化
憎

品
一規
模

鉄
筋
コ

〆
ク
リ
!
ト

3
階
建

延
べ
高
富
五

O
O坪

全
自
動
亙
油
焚
ス
チ
ー
ム
暖

房各
帯
水
洗
便
所

基
@
建
佳
位
置

， 

今
金
町
字
今
金
嶋
田
1
番
地

〈
但
小
学
校
位
置
)
約
二
、

0

0
0
坪

⑨
建
設
位
置
の
変
更
理
包

①
現
在
の
敷
地
は
南
北
に
組
長

〈

一
部
前
面
民
間
建
物
が
建
ち

計
磁
し
て
い
る
建
物
を
建
設
す

る
密
告
は
由
記
一
で
中
庭
方
式
な

-

平
面
計
画
に
な

0
.
事
務
官4
も

-て

二

、
三
階
に
分
散
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
.
採
光
一
圃
が
悪
く

4
崩
間
中
田
悼
む
維
持
官
瑳
も
困

難
で
品
り
ま
す
a

①
鉄
務
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
の
た

め
地
盤
由
良
否
に
よ
り
根
当
に

工
事
費
に
於
て
圭
が
で
き
、
計

直
地
で
は
、
酎
属
建
物
の
建
設

(
怠
庫
、
車
庫
、

主
的
倉
庫
)

等
に
つ
い
て
は
、
敷
地
白
余
裕

が
な
い
。

③
現
在
の
公
呉
館
ら
利
用
者
の

坦
に
よ
り
山
世
俗
で
あ
り
今
桂
拡

張
の
場
合
政
地
が
な
い
。

今
後
計
画
地
と
し
て
は
、
現

在
心
役
場
位
置
が
最
適
ζ

考
え

ら
れ
ま
す
。

⑤
現
在
地
に
建
設
す
る
場
合
は

仮
設
建
物、

民
間
建
物
の
移
転

浄
化
槽
の
鉾
阜
、
地
盤
白
歪
等

に
よ
り
、

一
千
数
余
万
円
の
笹

哩
が
多
く
か
か
り
ま
す
@

@唱島⑧⑧③毛主
⑧ ー⑧
@- ③ 
@ 電 ⑧

報
電

!震
の
設
置
i:夫

雲定 書
雲@紛議

町
民
自
多
年
白
懸
案
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
、
電
報
電
話
局

の
設
置
が
本
決
り
と
な
り
ま
し
た
。
建
設
す
る
祉
事J
附
は
栄
町
子

供
遊
罰
地
で
す
。

建
設
む
具
体
的
内
容
は
ま
だ
明
か
で
晶
ち
ま
せ
ん
が
早
け
れ

ば
四
十
一
年
度
に
着
工
さ
れ
る
見
込
で
す
。

H

電
報
電
話
回
閣
の
設
置
H

す
べ
て
自
動
化
さ
れ
、
宮
内
ど
こ
に
で
も
却
時
通
話
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

早
期
健
設
が
ま
た
れ
ま
す
。

写
真
。
挨
拶
さ
れ
る
佐
属
高
是

五

町
~ 
~ . 
..6. 
:z:，;-， 

月

臨

時

町
民
相
竣
に
つ
い
て
‘

A
tさ
主
力
こ
喜
望
.
こ

意
見
立
ピ
の
ほ
か、

い
ろ

い
ろ
円
相
談
に
応
ピ

t
H

n
zす
の
て
、
企
画
宜
へ

唖
接
え
は
書
面
て
も
結
携

，
τす
か
り
ご
剃
用

T
主
い

町
民
相
談
室

九 回・-
-，刊日 、正司，
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精
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六
六
六
七
、

0
0
0円

て

荷
負
人
工
麗
組

工
康
善
七

一
、
工
期

自
昭
和
柏
年
5
月
お
目

至
昭
和
柑
年
同
月
羽
田

[第atltJ

審議穆

か

プ
イ
タ
ウ
シ
ナ
イ

川
災
害
関
連
工
事

入
札
決
ま
る
ん
マ

まい

昭
和
幻
年
度
災
害
発
生
を
受

け
た
フ
イ
タ
ウ
シ
ナ
イ
川
両
岸

て
円
、4
O
O
--
が
関
連
工
事
と

し
て
採
択
さ
れ
て
、
昭
和
同
四
年

度
よ
り
三
年
継
続
工
事
と
し
て

実
施
さ
れ
て
き
た
が
、
今
年
が

最
終
年
度
と
な
り
5
日
幻
自
入

札
旬
結
果
次
の
よ
う
に
決
ま
り

ま
し
た
。

報広昭和40年B月1日(3) 

/ 守一、、

陵 ，明

織る
員く
還正
診し
をい
，重喜

B量

投
票
日
七
月
四
日

七
月
に
は
審
議
院
態
員
の
通

常
選
挙
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

審
議
院
は
衆
議
院
と
同
じ
よ

う
に
国
政
の
あ
り
方
や
方
針
を

審
議
す
る
権
限
と
責
任
を
も
っ

た
い
せ
つ
な
立
法
機
関
で
す
。

わ
が
冨
の
憲
法
で
は
こ
の
よ

う
に
二
院
制
を
と
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
な
ぜ
こ
う
し
た
か
と

申
し
ま
す
と
、
察
議
院
と
い
う

一
つ
白
制
度
だ
け
に
頼
っ
て
あ

ら
ゆ
る
法
律
を
決
め
ま
す
と
、

も
し
も
多
数
回
横
暴
や
梅
力
の

濫
用
な
ど
に
よ
っ
て
、
園
長
の

考
え
て
い
る
窓
士
心
か
ら
は
な
れ

た
り
、
い
き
す
ぎ
が
お
こ
な
わ

れ
た
り
す
る
と
割
る
の
で
宰
骸

院
に
よ
っ
て
己
れ
を
詔
墜
し
よ

う
と
し
た
わ
け
で
す
。

書
議
院
議
員
の
定
数
は
二
百

五
ナ
人
で
こ
の
選
出
方
法
は
全

国
区
百
人
地
方
区
百
五
+人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
い
づ
れ
に
し

て
も
わ
た
く
し
た
ち
の
日
常
生

活
の
し
あ
わ
せ
や
不
幸
も
直
接

間
接
に
こ
の
還
準
E
つ
な
が
り

政
治
の
よ
し
あ
し
が
選
挙
さ
れ

た
人
た
ち
の
考
え
方
で
決
ま
る

と
と
を
考
え
ま
す
と
、
こ
の
-

票
に
重
大
な
意
義
が
あ
り
、

そ

の
行
使
に
つ
い
て
は
自
分
自
良

心
促
恥
じ
な
い
公
正
な
も
の
に

じ
な
け
-れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

一

よ
〈
お
わ
か
り
士
思
い
ま
ず
。

一

ζ

町
一
票
ぐ
ら
い
と
い
っ
て

棄
権
し
た
り
、
い
い
か
げ
ん
な

役
票
を
す
る
こ
と
は
民
主
主
菱

自
再
定
で
あ
り
政
治
に
対
す
る

不
信
で
あ
り
ま
す
。

明
る
い
、
し
あ
わ
せ
な
政
治

を
目
ざ
し
て
こ
の
軍
挙
に
白
ぞ

み
ま
し
ょ
う
。

鏡
、IU装

がいなま
またど L本
たもでた年
れのさ。の
までん砂舗
すーぎ H 装
。日んと工

主悩り事
まJ 宇治5

くさ泥始
完仇はま
成 て ね り

保

育

所

へ

「
趣
味
の

趣
味
の
金
(
婦
人
グ
ル
ー
プ

一二
人
で
構
成
リ
ー
ダ
ー
関
澄

子
串
ん
)
代
表
金
山
ミ
キ
さ
ん

外
三
名
が
と
の
ほ
ど
立
菰
な
は

り
絵
白
人
形
二
枚
を
保
育
所
白

話
役
に
た
て
ほ
と
町
長
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

趣
昧
の
会
は
毎
月
数
也
集
つ と

4
Z
」

が

陰

り

物

て
人
形
づ
く
り
の
趣
味
を
楽
し

ん
で
き
た
が
、
記
遠
の
人
形
が

少
し
で
も
保
育
所
白
子
供
の
慰

め
に
な
る
な
ら
と
二
月
よ
り
精

出
し
て
い
た
も
の
。

町
で
は
こ
の
あ
た
た
か
い
贈

物
匡
心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
。

舗
堕
さ
れ
る
道
路

弁
金
都
市
計
画
事
業
(
街
路

事
章
串
延
長
=
入
五
来

工
事
白
完
工
は
九
月
十
日

種
川
市
街
地
区

F

下
博
多
掲
よ
り
栗
原
さ
ん
宅

ま
で
延
長
七
七
六
米

-
R鼻
地
区

明
治
乳
業
今
金
工
場
よ
り
叡

井
春
雄
さ
ん
入
口
ま
で
‘

延
長
て
五
九
六
来

工
事
由
完
工
は
八
月
末
日

除

、

明

白

山

附
叫
を

花
い
っ
ぱ
い
に

い
た
し
ま
し
よ
ろ

i2; 
1時 1
簡
を

追
放

i i 1 
jう;

¥ 

、



(4) ねかま~l 報【買匂動ミ河和~O牢 E 月 a 広

イ
灘

棚

線

円
一見
員
が
得
包
品
で
お
り
ま

し
た
準
盟
百
運
行
が
企
画
さ
れ

守
」
と
を
む
が
ち
レ
芳

北
部
=
一
町
一北
魚
低
織
か
列
車

運
行
に
つ

い
で
笛
訣
に
改
善
を

要
望
し
て
一ま
いい

p
u--
L
-E
e

五
月
十

一
日
北
桧
山
町
役
場

匠
膏
認
側
よ
り
山
減
量
物
、
車

副
官
僚
客
の
荷
認
長
と
北
部
三
町

、

rv

'
p
--

p-

ψ
，
私
F
Z'a

-

4

4
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ー
水
穂
山
首
が
本
一
員
三
棄
の
初

t
中
期
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
地

水
を
よ
く
行
っ
て
、

い
つ
も
床

土
が
追
っ
て
い
る
状
態
に
し
輩

記
分
が
恐
収
し
や
す
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

特
に
、
芭
車
り
白
前
E
は
謹

ホ
を
多
く
し
て
根
由
い
た
ま

t

い
よ
う
に
炭
取
り
し
て
下
さ
い

2
長
車
り
し
た
蓄
は
‘
患
や
日

丸
に
さ
ら
さ
な
い
よ
う
に
、
お

お
い
を
し
、
木
を
か
け
て
蓄
を

し
お
ら
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
て
下
さ
い。

S
国
極
し
た
な
ら
ぽ
、
査
に
ホ

を
入
れ
、
三

E
位
は
深
水
港
慢

を
し
て
下
さ
い
。

そ
の
盈
は
‘
浅
水
に
す
る
よ

う
心
が
け
て
下
さ
い
。

4
除
辛
前
は
鑓
密
の
場
合
、
国

締
罰
に
散
布
し
て
下
さ
い
。

(そ
う
で
な
い
場
合
は
、
昆
告

し
て
下
さ
い
)

散
布
の
方
法
は
、
練
沈
器
又
は

イ
プ
ク
を
か
け
仕
上
げ
が
終
っ

て
か
ら
、
去
一
閣
に
尚
布
し
、
土

田
中
に
担
拍
こ
ま
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

-D
田
植
桂
七

t
八
日
目
墳
は
菌

が
活
着
し
て
い
る
か
ど
う
か
た

し
か
め
て
、
活
着
し
て
い
る
場

合
は
、
散
布
し
、
そ
う
で
ーな
い

場
合
は
散
布
を
見
合
せ
て
下
さ

、.
1
V
 

6
苗
が
と
く
足
弱
い
時
は
、
苗

取
り
前
に

O
E
D
白
河
倍
技
士

苗
が
由
れ
る
程
度
に
散
布
し
、

乾
い
て
か
ら
移
直
し
て
下
さ
い

撞
く
へ
運
ぶ
場
合
台
散
布
が
必

要
で
す
。

今
金
町
商
工
会
の

総
会

今
金
町
商
工
会
は
去
る
五
月

四
日
公
民
館
に
岳
て
第
六
回
通

常
総
会
が
聞
か
れ
庖
盟
主
出
の

建
設
一
な
ど
本
年
度
の
計
闘
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
役
員
改
選
が
行
な
わ

れ
た
結
果
次
の
方
が
選
任
さ
れ

a-tν

た
。

H 理 H 草'1会
会
長 畏

辻
三
車
閉
山

西

国

在

夜

高
島
，
茂
博

AT
野

伝

訟

捕

ま

雄

藤

村

議

碓

中

島

英

喜

河
村

昭
夫

内

露

重

蔵

大
向
谷
正
夫

松

井

正

男

情

池

田

単
i

草

辻

理

事

" " " " 11 " " 
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て
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院

心
誠
仕
体
中
の
血
管
巴
血
渡

i

一を
送
り
出
す
噌
ポ
ン
プ
の
よ
う
な

も
日
で
あ
る
が、

む
満
自
身
E

も
血
管
が
あ
り
血
援
の
供
給
を

受
け
て
居
る
a

こ
の
心
輯
血
菅

が
時
々
盛
壌
を
起
す
事
が
あ
る

が
、
盛
曜
に
よ
っ
て
血
枝
の
供

給
が
不
充
分
と
な
る
の
で
酸
素

が
不
足
し
、
心
臓
に
強
い
痛
み

を
訴
え
る
。
こ
れ
が
狭
心
症
と

呼
ば
れ
る
病
気
で
あ
る
。
こ
白

ねカ3ま~l 報広昭和初年 E月1日(15] 

-ゆ四雪き

今

金

町

田

保

病

院

木

村

博 '

長

発
作
が
強
い
場
合
に
も
意
識
を

失
う
事
が
あ
る
が
、
議
多
に
心

臓
は
止
ら
え
い
。
心
臓
の
め
き

が
止
る
も
の
を
『
心
旗
康
砕
固
と

一
宮
う
が
こ
の
原
因
は
心
議
白
血

管
が
動
脈
硬
化
等
に
よ
り
急
に

完
全
閉
塞
を
起
す
と
‘
心
臓
の

筋
肉
が
F
長

し
、
心
臓
は
止
る

こ
れ
が
心
筋
梗
塞
と
呼
ば
れ

る
病
気
で
あ
る
。
心
麗
麻
海
路

心
筋
梗
提

E
よ
っ
て
心
筋
白
餐

し

、司

e
「

ι
，d

性
出
強
度
に
な
っ
た
場
合
に
の

み
起
る
も
の
で
あ
る
。

娠
が
乱
れ
た
り
勤
停
が
し
た
り

し
た
位
で
は
絶
対
に
心
境
は
止

ら
な
い
も
の
で
あ
る
3

決
、
七
症

ら
、
心
筋
回
目
車
も
そ
日
発
惇
に

際
し
て
は
強
い
心
臓
の
痛
み
と

、
死
ん
で
行
く
僚
な
置
市
川崎
』
を

訴
え
た
世
に
倒
札
、
顔
面
持
白

と
な
り
冷
汗
を
か
く
白
が
特
徴

で
あ
る
。

こ
の
様
な
発
作
の
場

合
も
、
体
を
揺
り
動
か
す
市
"
は

い
け
な
い
。
静
か
に
院
を
せ
ず

に
寝
か
せ
、

心
括
部
を
冷
た
い

夕
方
ル
で
冷
し
、

医
師
自
到
着

を
待
つ
べ
き
で
あ
る

φ

医
師
の

到
着
迄
に
屠
干
指
先
が
禁
色
に

変
色
し
て
来
る
様
で
あ
っ
た
ら

子

供

の

ひ
き
つ
け
の
時
の
慌

に
.
ロ
か
ら
空
気
を
ふ
き
込
む

人
工
呼
吸
法
を
行
う
と
良
い
、

又
若
し
振
が
会
一
く
ふ
れ
な
く
な

っ
て
心
臓
由
的
き
が
停
止
せ
る

の
が
靖
越
さ
乱
た
場
合
戸
素
人

で
は
こ
白
判
断
は
一
寸
無
理
)

は
患
者
の
心
損
部
の
上
に
両
手

を
重
ね
て
一
分
間
に

ω
t河
回

の
割
合
い
て
強
く
搾
す
心
強
マ

ア
サ

1
・
ノ
法
が
あ
る
が
。
解
剖

学
平
生
蓮
学
の
知
詣
の
あ
る
人

以
外
協
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。

回
錨
外
燭

r

最
近
由
民
還
争
放
-D

多
い
事
に

は
全
た
く
驚
き

t
仲
町
右
訴
、
交

通
事
故
で
死
亡
す
ー&
場
合
は
脳

外
窃
巴
よ
る
事
が
圧
倒
的
E
多

e 

'‘ 

品い
自
で
あ
る
。
賂
外
傷
の
程
度

-は
、
意
識
障
害
の
程
度
と
良
〈

並
行
す
右
の
で
置
議
障
害
は
良

い
吉
印
と
な
る
。

間刷、
d
Aで
は

良
く
て
ら
口
時
間
以
内
に
は
完

全
に
党
問
、
後
遣
を
を
在
す
事

は
な
い
。
従
っ
て
受
傷
珪
間
!b

な
く
党
附
す
る
犠
な
場
合
は
、

門
司
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
。
、

口
時
間
縫
っ

τも
尚
宜
品
川
し
な

い
場
合
は
、
路
地
慢
で
あ
り
怖

に
川
閣
が
つ
け
ら
札
る
の
で
二
次

的
に
間
が
は
れ
て
生
命
が
危
険

と
な
っ
た
り
、
又
党
邸
し
て
も

後
退
在
を
侵
す
。

ケ
ガ
を
し
た
当
初
は
意
識
が
品

っ
き
り
し
て
居
て
も
、
時
間
が

経
つ
に
徒
っ
て
段
々
と
童
話
障

害
が
出
て
来
る
も
の
は
、
罰
蓋

内
正
直
血
が
起
り
、
血
の
魂
が

段
々
え
ま
く
な
っ
て
脳
を
圧
迫

し
て
意
議
障
害
を
福
し
た
の
で

あ
る
か

長
γ

こ
の
場
合
は
大
急

ぎ
で
血
の
塊
を
取
り
除
く
手
衡

を
し
一
な
け
れ
ば
な
ら
な
ト
。

さ
も
な
い
と
間
遣
い
な
く
死

C

す
る
し
、
文
手
術
の
時
間
が
遅

れ
る
と
生
命
は
勤
っ
て
も
志
議

を
失
っ
た
ま
ま
の
摘
ゆ
る
生
け

る
艮
と
な
る
。
始
時
巳
意
識
が

失
わ
れ
て
も
直
r
A
m臨
め
る
も
の

は
危
険
が
な
く
、
始
め
に
意
識

が
あ
っ
て
も
時
聞
が
経
つ
と
意

諸
官
失
う
も
の
が
危
情
、
で
あ
る

事
は
、
H
-

人
事
な
事
で
あ
る
司
で

是
非
記
ぼ
に
留
め
て
も
ら
い
た

戸〆

い
け
な
い
と
云
う
人
が
居

主

こ
れ
は
誤
り
で
あ
り
、
運
ぶ

市
に
よ
り
死

C
す
る
場
合
は
、

返
ば
な
く
て
も
死
亡
す
る
む
で

あ
り
、
運
べ
ば
助
か
る
も
自
主

連
ば
な
い
で
死
亡
せ
し
め
る
事

は
哩
か
で
ーあ
る
。

い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
脳
外
傷

の
場
合
は
専
問
的
知
議
と
適
切

な
処
置
を
早
急
に
施
す
事
が
要

求
さ
れ
る
も
心
で
あ
る
か
ら
、

出
来
る
だ
け
早
く
‘
そ
し
て
出

来
る
だ
け
静
か
に
病
院
に
運
ぶ

事
が
大
切
で
あ
る
。
運
ぶ
市
が

詮
腕
眠
し
く
一一引いい
河川
叫
一一

ル
市
川
一il-
-12i叫
引
削
川
川
川
口

h-r

渚

掃

で

明

る

い

町

づ

く

り

春

の

大

掃

徐

を

か

な

ら

ず

実

行

し

ま

し

ょ

う

※※  

⑨春の大掃除巡回指導日程⑨
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「
秋
の
文
化
祭
の
出
品
の
御
用
意
の
お
願
い
」

十
一

月
三
日
を
中
ゐ
と
す
る

文
化
祭
に
は
、
今
金
町
と
公
民

館
主
催
に
よ
れワ
、
町
民
自
永
い

月
日
丹
粧
を
し
て
育
て
た
作
品

を
展
示
、
町
長
の
皆
横
に
観
賞

し
て
い
た
だ
〈
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
@

細
部
白
ζ

と
は
、

世
日
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
が
、
大
要
は
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
か
ら
、
今

か
ら
立
く
管
理
を
し
て
沢
山
の

方
自
御
出
口
聞
を
し
て
頂
く
よ
う

に
お
ね
が
い
し
ま
す
。

ミ今年の毎祉年金の届!ますみましたかミ

現
在
、
揺
祉
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人

ゃ、

受
給
権
の
あ
る

人
た
ち
は
毎
年
六
且

に
な
る
と
福
祉
年
金

所
得
状
況
属
、
一
般

に
は
定
時
昆
よ
呼
ん

で
い

ま
す

が
、
己

申
屈
を
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま

す。
こ
の
屈
は
、
福
祉

年
金
を
泣
け
て
い
る

人
が
前
年
に
所
得
が

あ
っ
た
か
な
か
っ
た

か
、
扶
聾
議
務
者
白

前
年
目
所
縛
の
額
は

一
、
作
品
は
、
菊
花
、
鉢
植
の

草
木
類
、
盆
裁
、
き
白
こ
等

二
、
作
品
は
、
必
ず
自
分
で
育

成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
(
膚

入
し
た
り
、
も
ら
っ
た
り
し
な

い
も
の
)

三、

出
口
問
者
は
、
小
学
生
以
下

、
中
高
生
育
年
、
一
般
と
三
段

階
に
区
分
致
し
ま
す
。

目
、
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
く

わ
し
い
こ
と
は
、
電
話
-
七
番

又
は
三

-
四
番
に
お
間
合
せ
下

さ
い。

と
い
っ
た
事
柄
官
記
入
し
て
、

北
海
道
鈎
事
あ
て
に
屈
け
出
る

お
け
で
す
。

も
し
、
こ
の
届
出
を
忘
れ
て

い
て
提
出
し
ま
せ
ん
と
、
せ

っ

か
く
の
福
祉
年
金
が
う
け
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
ん

な
事
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し

ト
&
ム
ノ
。

馬
鈴
し
ょ
の
芽
に
注
意

こ
れ
か
ら
の
馬
柏
署
は
芽
が

出
て
き
ま
す
が
、
こ
の
-
一芳
は
リ

ラ
ニ
ン
と
い
う
毒
業
が
含
ん
で

お
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

、
り
ラ
ニ

ン
の
中
毒
E
eか
か
り

〉

ま
寸
と
腹
痛
や
は
き
気
を
起

L

た
り
し
ま
す
か
ら
芽
白
部
分
を

よ
〈
除
き
料
理
す
る
よ
う
に
し

て
〈
だ
い
さ。

フ月 4 白
⑨6 月のこよみ⑨

?t1自22iiE宙 ?EaEZ事E;25 ..院強員選挙担票自 ぃ'苦言・ 2衛 目 自 の の

¥みんなそろって投棄しましよう¥ 白 父 生過間 記念 日日
日 調 い む 〈マ 週間

査つ日 日
4 

〆

』
B
t
d
t宮
市
勺

句
麗
繁
績
の
主
婦
の
健
康
を
ま
も
ろ
う

農
業
白
機
械
化
や
省
力
紅
培

技
術
、
そ
れ
に
慶
作
業
の
共
同

化
な

ε白
く
ふ
う
に
よ
っ
て
、

幼
き
方
自
改
善
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、

-
R
聖
期
の
主
鋪
由

労
的
は
ま
だ
ま
だ
過
重
に
な
り

が
ち
で
す
。

盛
曹
期
に
は
と
く
に
き
ま
っ

た
二
十
四
時
間
の
中
で
、
生
活

時
聞
の
使
い
方
自
〈
ふ
う
や
、

じ
よ
う
ず
な
幼
き
方
の
く
ふ
う

を
す
る
ζ

と
が
大
切
で
す
が
、

そ
れ
と
同
時
に
こ
の
大
切
な
時

期
を
毎
日
元
気
に
め
く
た
め
匠

は
労
め
で
使
っ
た
干
一方
ル
ギ
l

白
じ
よ
う
ず
な
補
給
が
、
話
宜
で

す
。
そ
れ
に
は
毎
日
の
量
生
活

が
「
ぽ
っ
か
り
食
」
巨
お
ち
る

4マ

こ
と
な
く
‘
必
要
な
栄
聾
が
十

分
に
描
給
で
き
て
い
る
こ
と、

ま
た
む
や
み
に
め
く
だ
け
で
な

く
、
休
饗
や
睡
眠
を
十
分
と
り

き
ょ
う
の
疲
れ
を
あ
す
に
も
ち

こ
さ
な
い
心
が
け
が
大
切
で
す

ま
た
十
分
な
睦
援
を
と
り
、

作
業
申
告
附
巳
休
刊品し
た
り
、

昼
寝
由
時
間
を
と
っ
た
り
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

鈎
〈
だ
け
で
な
く
十
分
な
栄

養
や
休
且
も
と
れ
な
い
と
い
っ

た
毎
日
が
続
き
ま
す
と
、
お
そ

ろ
し
い
圃
夫
病
に
と
り
つ
か
れ

て
し
ま
い
ま
す
ι

こ
ん
な
と
と

の
な
い
よ
う
に
家
中
注
意
し
合

ヲ
て
こ
の
息
整
期
を
元
気
で
過

し
ま
し
ょ
う
。


